
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

対象期間：2022 年 10 月 1 日～2023 年 9 月 30 日 

0002375 更新 9 2024 年 1 月 30 日作成 
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弊社は「東洋のスイス」といわれる諏訪湖畔の近くに位置し、主に工具・金型等を中心

とした金属製品の熱処理、コーティング、表面処理・改質等を行っております。 

 環境問題には早い時期から取り組み、真空熱処理炉の導入（１９７２年）及び洗浄装置

の早め早めの更改（フロン→塩素系→炭化水素系）等による品質向上及び有害物質を極力

使用しない体制作りに努めてまいりました。また、CO2 の排出がない真空浸炭炉の導入、熱

処理歪みが極小で後加工（研磨、微調整等）の負担が大幅に軽減される“○G syori”（歪み

極小化熱処理技術）、工具・金型類の長寿命化を計る“O N
オーエヌ

coat”等による省エネルギー化、

省資源化、省力化を図ってまいります。 

 その結果として環境改善に結びつくことは言うまでもありません。 

「SDGs」が叫ばれる今日、弊社は環境問題を最優先に位置付け更なる技術革新に努めて環

境改善を目差してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぜひ一度お試し下さい！ 

詳しくはこちら https://www.okanetu.co.jp/ 

 

 

はじめに 

 O.Ncoat   切削加工・金型の“長寿命化”を強力アシスト！ 

抜群の摺動性・耐摩耗性 

 

 

 

新開発超多層膜 

MG 
〇優れた摺動性 動摩擦係数 0.32 

〇硬さ 3200～3500HV 

〇強力な密着性・耐摩耗性 

〇主に金型向け 

難削材加工の決定版 

 

 

 

新開発多層膜 

TG 

卓越した耐熱性・耐摩耗性 

 

 

 

従来性能が大幅 UP 

TiAlN-H 
〇硬さ 3500～3800HV 

〇酸化温度 900℃ 

〇優れた耐熱性・耐摩耗性 

〇高速ドライ切削加工・金型向け 

〇硬さ 3300～3600HV 

〇酸化温度 1200℃ 

〇難削材加工に最適 

〇主に超硬工具等の切削工具向け 
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１） 事業者名 ： 岡谷熱処理工業株式会社 

２） 代表者名 ： 中澤 信貴 

３） 所在地  ： 〒394-0033 長野県岡谷市南宮一丁目５番２号 

４） 連絡先  ： TEL  0266-23-4610  FAX  0266-23-4652 

          URL:https://www.okanetu.co.jp 

５） 創業   ： 昭和 36 年 3 月 14 日 

６） 資本金  ： 1,400 万円 

７） 従業員数 ： 33 名 

８） 事業規模 ： 2023 年度売上高 437 百万円 

          敷地面積 2428.95 ㎡ 

９） 事業内容 ： 金属熱処理（真空熱処理）、PVD コーティング、 窒化処理 

  真空浸炭・真空浸炭窒化処理、○G syori 、ONcoat、ラスター窒化 

１０） 責任者  ： 環境管理責任者 湯本 弘行 

 

 

１）認証・登録範囲 ： 本社・工場 

 ２）組織図 

 

 

 

 

 

３）レポートの対象期間：2022 年 10 月～2023 年 9 月 
４）レポートの発行日 ：2023 年 1 月 30 日 

 

責任、及び権限 

(1)社長･････････環境理念及び環境方針を策定し、全社員に周知させると共に環境への取り 

組みを適切に実行するための資源の提供を行う。また、環境管理責任者を 

任命し、マネジメントレビューを実施して環境マネジメントシステムの見 

直しを行う。 

(2)取締役･･････社長を補佐する。又、社長不在時に代務する。 

(3)環境管理責任者･･･ガイドラインの要求事項を満たす環境マネジメントシステムを構 

築・運用に責任を持つとともに、必要な権限を持つ。又その状況を社長に 

報告する義務を負う。 

(4)部署管理者･･･部署管理者(総務・営業、HT、IP)は、部門目標、環境活動計画を策定し、 

部門内に周知し、環境方針の展開指導を行う。 

(5)総務・営業･･･取引先、利害関係者の環境情報を入手し、また窓口となり、対応する。 

(6)HT･･････････環境には配慮した熱処理を行う。 

(7)IP･･････････環境に配慮したコーティング・窒化処理を行う。 

 １、組織の概要 

 ２、対象範囲 

環境管理責任者 

湯本弘行 

社 長 

中澤信貴 

総務・営業 

（外部コミュニケーション窓口） 

代表取締役社長 中澤信貴 

I P(コーティング・窒化) 
藤澤課長 

H T（熱処理） 
御子柴工場長 

取締役 

中山部長 
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<品質環境経営方針> 
弊社は「東洋のスイス」といわれる諏訪湖畔の近くに位置し、工具類、金型類を中心

とした金属製品の熱処理及び表面処理を行っております。早くから真空処理装置を導入

し、有害物を使用しない上に安定した良品作り体制に努力しております。熱処理と表面

処理技術等を活用し、工具、金型類等の長寿命化と生産性の改善に寄与していきたいと

願っております。「SDGｓ」が叫ばれる今日、更に弊社の規模と処理技術、サービスに立

脚した環境影響を配慮しつつ環境維持向上企業を目指します。その為に次の事項を推進

します。 

 

 

岡谷熱処理工業株式会社は、環境に配慮した技術開発で 

お客様の期待に応える品質・サービスをご提供します 

 

・お客様本位の技術開発で品質・サービスの向上に努めます 

 

・環境に配慮した企業活動を推進し、継続的な改善に努めます 

 

・品質・環境マネジメントシステムを維持し、継続的な改善に努めます 

 

・人材育成を通じて、お客様・地域に愛され信頼される豊かな企業文化 

を実現します 

 

・社員の個性を尊重し、安全で働きやすい職場環境を実現します 

 

・法令・規則を遵守し、社会的責任を果たします 

 

 

以上のように、近隣にお住まいの方々、又はお取引先様各位のご理解を頂きながら、

弊社全従業員が一丸となって推進することを方針と致します。 

                                                                           

制定日２００７年１１月１日 

改定日２０２２年１１月２４日 

岡谷熱処理工業株式会社 

代表取締役社長 中澤信貴 

 

 

３、環境経営方針 



４.１　中期環境目標

項目 単位

63期
2022,10～
2023.9
目標

64期
2023.10～
2024.9
目標

65期
2024.10～
2025.9
目標

66期
2025.10～
2026.9
目標

二酸化炭素排出量 kg-Co2 1,129,627 1,118,330 1,107,146 1,096,074

水使用量 ㎥ 866 857 848 839

廃棄物排出量 kg 6,836 6,767 6,699 6,632

化学物質使用量 kg 0 0 0 0

目標設定について：60期(2019.10～2020.9)を基準に毎年1％の削減として維持管理に努める。

４.２　環境目標の実績

項目 単位

60期
2019.10～
2020.9
基準値

63期
2022,10～
2023.9
目標

63期
2022.10～
2023.9
実績

評価

二酸化炭素排出量 kg-Co2 1,135,945 1,124,585 1,310,851 ×

水使用量 ㎥ 26,697 26,430 6,783 〇

廃棄物排出量 kg 6,108 6,046 7,379 ×

化学物質使用量 kg 290 287 0 〇

※調整後排出係数は、中部電力2022年0.459で計算をしました。

４.環境目標とその実績と評価
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部署 目標 活動目標計画 結果と次年度取り組み

展示会への出展2回以上/年

3回の出展。10月、12月、1月に展示会へ参
加しました。コロナ禍の影響が強く、参加企
業、参加人数ともにまだまだ回復していな
い状況でした。

ISO9001
マネジメントシステム

の機能的改善
不良事故の削減（営業部8件以下を目標）

2件。毎月の「不良事故リマインダー」回覧
と半年に一度不良事故例のファイルを回覧
し、同じ事故が起きないように注意喚起を
行った。

SDGsの推進・中小企
業向けSBT(Science

Based Targets)認証準
備

・設備毎、工程毎のエネルギー使用量
の把握
・各部署CO2削減対策のまとめと進捗
管理

重要設備から優先して個々のエネルギー
使用量について把握できるように装置を作
成している。当面は、電力会社の請求書等
からCO2を計算し、削減対策の準備を行っ
ていきたい。

SDGsの推進
・社内ペーパーレス化の推進と紙の消
費量削減（目標：配布や廃棄にかかる
作業時間を3h/月削減）

デジタル化を進めていったことで紙の消費
量は削減されている。しかし、データが増え
ることでデータの置き場所が複雑化してし
まい、一部多用するデータだけをショート
カット化したフォルダを作り、作業時間の短
縮を図った。

経理部門のDX化推進
・経理のシステムの見直し・平準化・クラ
ウド化(作業時間30%削減)

給与ソフトの見直しをし、電子勤怠システム
へ連携させることで、作業工程を減らし、効
率良く作業を行えるようにした。

年間売上げ410,000千円→結果412,431千円(除太陽光発電）

コスト削減による利益の確保

営業
総務

メルマガ配信1回/月

新規のお客様向けにメルマガ配信を定期
的に配信を開始している。メルマガの購読
率は一定水準を保って進行している。2年
ほど継続してから成果が出始めるとのこと

なので、引きつづき行っていく。
新規獲得企業
50社以上/年

結果50社

５.環境活動計画と結果
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

月別新規獲得企業数

新規顧客合計獲得数 HT部門内訳 IP部門内訳

展
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部署 目標 活動目標計画 結果と次年度取り組み

不良事故の削減
（前年比10％減）
ミスによる環境負荷の
削減

・過去の事例を再教育
・不良事故があった場所に過去の事例
を掲示し注意喚起を促す

「不良事故リマインダー」という1年前、3か月
前に起きた事例を回覧にて定期的に注意喚
起することで再発防止を行った。
前年度より大きく減少した。しかし、不良事故
にならない小さなポカミスは多いので、対策を
していく。

業務改善による生産性
の向上

作業平準化による残業時間の抑制（約
５％削減）

作業を行える作業者が2、3名しかいない作
業があり、一部の作業者のみ作業が集中
してしまう状況がありました。作業が行える
ように教育を行うことで、作業の効率を向上
しました。

SDGsの推進・中小企
業向けSBT(Science

Based Targets)認証準
備

二酸化炭素排出量削減対策のための
計画策定
（2030年までに2018年排出量の42％削
減）

弊社での主な排出は大量に使用する電気
のため、待機電力や土日の作業を出来る
だけ抑えることで削減につながるのではな
いかと計画を考えている。

部署 目標 活動目標計画 結果と次年度取り組み

１．ISO9001マネジメン
トシステムの継続的改
善

不良事故の削減（  5％削減）

不良事故件数2件。不良事故リマインダー
を定期的に回覧させ、注意喚起を行い、再
発防止を行った。不良事故件数は減少しま
したが、まだまだポカミスが多い状況です。

２．SDGsの推進・中小
企業向けSBT(Science
Based Targets)認証

準備

二酸化炭素排出量削減
（2030年までに2018年排出量の42％削
減）

消費電力が各施設ごとにはわからないた
め、IoT推進委員会と共に電力消費の確認
のシステム、装置を考えている。

業務改善による
生産性の向上

作業平準化による残業時間の抑制
（5％削減）

装置のエラー解除の指導を行い緊急時に対応出
来る社員を増やして平準化を図った。エラーが起き
た際、どういったエラーかで行う対処が変わる為、
カメラなどでプログラム画面を確認し、対応しやす
い環境をIoT推進委員会にお願いしている。

IP

ISO9001マネジメントシステムの継続改善に向けて

環境管理4項目の維持管理（2020年度の実績を下回る）

ISO9001マネジメントシステム継続改善に向けて

HT

0

5

10

15

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

HT部門不良事故件数
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会社（社長）方針・目標 部署（部門長）方針・目標（目標値） 具体的施策 担当

１．ISO9001マネジメントシステムの
　　継続的改善

QMS7.2項の充実化
社員一人ひとりの力量と目標管理を行い、社員のQMS浸
透を推進する。
（目標値：社員個々へのアンケート調査による取組み度レ
ベルを20％アップ）

・現実的（実行可能で数値評価可能）な目標設定と進捗管理
で力量表管理を強化（力量評価レベルアップ計画書）
・取組み強化のためのサブリーダー会議の実施（1回/月）
・目標管理システムOKR導入の検討

湯本

SDGsNo.9　働きがいのある職場環境作り
社員一人ひとりが最大限力を発揮し「新しい価値を生み出
し社会に貢献する」職場環境を推進する。
（目標値：社員個々への意識調査アンケートによる満足度
レベルを20％アップ）

・意識調査結果からの課題抽出と改善案を検討
・課題解決型ワークショップの通年実施
・メンタルヘルスの推進（ストレスチェックの実施、メンタルヘ
ルスケアの外部委託先の選定と実施等）
・健康経営優良法人の認定に向けた準備（健康優良宣言）

中山
湯本

中村真

SDGsNo.12　社内ペーパーレス化の推進
プリントの個別配布や廃棄にかかる作業時間を削減し、資
源の効率的な使用を推進する。
（目標値：配布や廃棄にかかる作業時間を3ｈ/月削減）

・社内配布物の洗い出しとデジタル化の検討
・オカネツポータルとグループウェアの情報のすみ分けとUP
・プリント書類専用フォルダーの設置

湯本
伊藤

中小企業向けSBT認証の目標計画策定
2023年中の申請を目指す

・設備毎、工程毎のエネルギー使用量の把握
・各部署CO2削減対策のまとめと進捗管理
・2023年中の申請

湯本
伊藤

３．業務改善による生産性の向上

経理部門のDX化推進
経理のシステムを見直し、クラウド化することで経理業務の
平準化を推進する。
（目標値：作業時間30％削減）

・給与ソフトの変更と電子勤怠システムとの連携
・経理業務の平準化（経理システムの変更、業務内容の見直
し等）

中山
湯本

中村真

63期目標計画書　　（全体テーマ：強い個人を作る）　　マネジメントプロセス

２．SDGsの推進・中小イ業向け
SBT(Science Based Targets)認証
準備

承認 確認 作成

2022年8月19日作成



会社（社長）方針・目標 部署（部門長）方針・目標（目標値） 具体的施策 担当

１．ISO9001マネジメントシステムの
　　継続的改善

不良事故の削減
（過去目標値：61期営業部13件　　62期営業部10件）

63期目標：営業部8件以下（20％削減）
※指標は「納期」・・・ポカミスによる納期遅延は不良

・前3期分の不良事故例の再確認
　61期に引き続き不良事故例のファイルを半年に1回回覧する
　（不良事故リマインダーは毎月回覧）
・HT事務：発送時のルール厳守
　　①送り状発行時のチェック
　　②発送物の見える化
　　③送り状を貼り間違えていないかのWチェック
・ＩＰ事務：付加処理/マスキング位置の指示間違いチェック
　　①図面からの読み取りをWチェック
　　②付加処理指示のWチェック
・配送：検査後の受注票確認の徹底。工程飛ばしの撲滅

営業部
全員

２．SDGsの推進・中小企業向け
SBT(Science Based Targets)認証
準備

二酸化炭素排出量削減
（2030年までに2018年排出量の42％削減）

・二酸化炭素排出量削減対策を決定する
・2030年までの削減計画を策定し、推進する

営業部
全員

３．業務改善による生産性の向上 作業平準化による残業時間の抑制（3％削減）

・社員教育：他部署の業務を学ぶと共に、その業務に携わる
  人の動きを見学し、今後の各自の業務に活かしていく

・事務：突発的な休暇に対応できる体制づくり

中澤
花岡
両角

63期目標計画書　   　　営業プロセス

承認 確認 作成

2022年8月19日作成



会社（社長）方針・目標 部署（部門長）方針・目標（目標値） 具体的施策 担当

１．ISO9001マネジメントシステムの
　　継続的改善

不良事故の削減（ 10 ％削減） 「不良事故リマインダー」による過去事例の啓発と再教育

市岡
六井

美才治
名和

２．SDGsの推進・中小企業向け
SBT(Science Based Targets)認証
準備

二酸化炭素排出量削減
（2030年までに2018年排出量の42％削減）

・二酸化炭素排出量削減対策を決定する
・2030年までの削減計画を策定し、推進する

市岡
笠原

３．業務改善による生産性の向上 作業平準化による残業時間の抑制（　5％削減） ・TPR「ターボシールリング」のセット等、作業習得

市岡
六井

美才治
名和
小松

座光寺

63期目標計画書　   　　HTプロセス

承認 確認 作成

2022年8月19日作成



会社（社長）方針・目標 部署（部門長）方針・目標（目標値） 具体的施策 担当

１．ISO9001マネジメントシステムの
　　継続的改善

不良事故の削減（  5％削減）
不良事故リマインダーを活用し過去事例の啓発と再教育を行
い不良事故の削減をする。

藤澤・宮
坂

２．SDGsの推進・中小企業向け
SBT(Science Based Targets)認証
準備

二酸化炭素排出量削減
（2030年までに2018年排出量の42％削減）

・二酸化炭素排出量削減対策を決定する
・2030年までの削減計画を策定し、推進する

山本・藤
澤・宮坂

３．業務改善による生産性の向上 作業平準化による残業時間の抑制（　　5％削減）
装置のエラー解除の指導を行い緊急時に対応出来る社員を
増やして平準化を図る

藤澤・宮
坂

63期目標計画書　   　　IPプロセス

承認 確認 作成

2022年8月19日作成



日付

進捗 会社（社長）方針・目標 部署（部門長）方針・目標（目標値） 部署

中 業務のDX化で経費削減（年間30万円） 請求書や給与明細の電子化で経理業務の効率化と経費削減 活動計画・記録1-1 M

中 作業の属人化を解消（力量数値1以上UP) 外注依頼品（窒化・浸炭等）の受注票作成と注文書発行作業を習得する 活動計画・記録1-2 S

中
日曜日出勤を基本的に無くしコスト（残業代）削減と
働き方改革の推進　（年間20日以下）

イレギュラー時を除きハイス等の焼入れを月曜日の朝処理に調整する 活動計画・記録1-3 H

中
超硬合金への窒化処理を確立し売上げ増
（初年度10万円以上）

ラスター窒化にて超硬合金への処理を確立する 活動計画・記録1-4 I

中 設備・工程毎のエネルギー使用量の把握（6月までに） 各設備への電力センサーの取付と設備・工程毎の電力使用量の把握 活動計画・記録2-1 M

中 社用車の使用エネルギー削減（対前年比10％） エコドライブや配送の見直し等で化石燃料の使用量を削減する 活動計画・記録2-5 S

中 洗浄機の待機電力削減（年間37,000kwh） 夜間や休日の未使用時に計画的に加熱ヒーターを止める 活動計画・記録2-6 H

中 炉使用の効率化で電気使用量を削減（年間　kwh） 1バッチ当たりの搭載量が少ない処理を統合し処理回数を減らす 活動計画・記録2-7 I

※進捗　未実施：未、実施中：中、完了：了　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※部署M：マネジメント、S：営業、H:熱処理、I：コーティング

品質目標（ISO9001)
継続的改善の推進でコスト削減
と生産性の向上を実現

６４期目標計画書　 

作成　2023/9/20　更新2023/11/16

内容

環境経営目標(EA21）
中小企業向けSBT（Science
Based Targets）の推進
（SDGsNo.13）



6．１　環境関連法等の遵守状況 ※2023年9月30日確認

環境関連法 該当 適合性

廃棄物の処理及び

　　清掃に関する法律

高圧ガス保安法 ○ ○

労働安全衛生法 ○ ○

フロン排出抑制法 ○ ○

大気汚染防止法 ○ ○

6．2　環境関連法規への違反、訴訟等の有無

2020/7/28 近隣住民からロータリーポンプのミスト臭がすると指摘があったため、煙突の改良を行った。

ばい煙発生施設の使用届け

○

電動機の定格出力7.5Kw以下簡易点検　3ヶ月に1回以上

○

○

○
マニュフェスト発行
収集運搬、処理業者の委託契約

通知対象化学物質の通知義務

○

液体窒素ガス１機の設置届け

指定数量の届出（溶剤・油保管所
廃液・廃油保管所、焼き入れ炉４号炉）

○

毒物及び劇物取締法

○ 冷却水使用の焼入れ炉、焼戻し炉１５機の設置届け

○
非届出業者に該当するが剥離剤使用において
劇物取扱責任者の選任義務あり

消防法

水質汚濁防止法

市公害防止条例
振動
騒音

○ ○

対応欄

コンプレッサーの定格出力2.25Kw以上7.5Kw未満４機の設置届け
切断機１機の設置届け
研削盤の定格出力2.25Kw以上２機の設置届け
特定工場の規制基準（振動）：昼間70デシベル夜間65デシベル
特定工場の規制基準（騒音）：昼間65デシベル夜間55デシベル

６、環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

7



8 

項目 確認 評価・コメント 

１、環境目標の達成状況 ○ 

・全体の CO2 排出量が対前年比 16％増という結果に対して

の考察 

１． 電気使用量は対前年比 3％減だったが、CO2 排出量

は逆に 14％増。中電の排出係数の大幅増が主な要因。 

２． 軽油使用量が対前年比 11％増。これは期の途中で軽

バン（ガソリン車）を 4ｔトラック（ディーゼル車）に

替えたことが主な要因。 

２、環境活動計画の実施及び結果 ○ 

・営業部の新規顧客獲得数は目標件数を達成できた。 

・HT の不良件数が大幅に削減できている。予防措置の効果が

出ていると思われる。 

３、環境関連法規等の遵守状況 ○ 法規に従い、問題無く遵守・励行されていた。 

４、外部からの環境の関する苦情

や要望 
○ 無し 

５、是正・予防処置 ○ 

・避難訓練記録に実施年号がなかったため、“いつ実施したも

のかわからない”と指摘があったが、確認印で確認できるた

め良しとした。今後は分かり易いよう年号を入れていく。 

全体の評価・コメント（社長） 

・今後の大きな動きとして“中小企業向け STB”認証取得があり、その準備期間として現在、IOT 推進 

委員会を中心に設備毎の使用電力量の把握を推進しています。この後に 2030 年までの CO2 排出削減目 

標を設定して、来期あたりから本格的な取組みが始まる予定です。CO2 排出量削減が実現可能となる具 

体的な削減案を EA21 事務局と IoT 推進委員会を中心に取りまとめるようお願いします。 

来期には窒化処理装置の導入も計画しており、より消費電力が増えることが予想されます。しっかりと 

取り組んで下さい。 

 

 

 

方針、目的、目標、EMS の見直しの必要性の言及 

＜方針＞      □必要  ☑不必要  

＜目標＞      □必要  ☑不必要 

＜環境経営システム＞□必要  ☑不必要 

＜実施体制＞    □必要  ☑不必要 

以上により、環境方針、環境目標、環境活動計画及び環境経営システムを継続推進する。 
 2024 年 1 月 29 日 

                            代表取締役社長 中澤 信貴 

 

 

７、代表者による全体の評価と見直し・指示 

活動、製品、サービスに適切 

継続的改善、汚染の予防として最適 

目的、目標の枠組みとして最適 


